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本稿は，2018年 9 月 9 日から 9 月19日まで行われた鹿児島県宇検村屋鈍遺跡第 2 次発掘調査の結果速報である．新たに 1 基の中
世墓が検出された．単体埋葬で，伏臥屈位の姿勢で埋葬され，副葬品は遺存していなかった．この新たに出土した 5 号墓からは熟
年男性人骨が出土した．







2016年 9 月，竹中正巳らは新たに同遺跡の発掘調査を行い，中世に属すと考えられる土坑墓 4 基（ 1 ～ 4 号墓）を発見
した．中世奄美群島の埋葬実態を解明する上で貴重な資料となった（竹中ら，2018）．
今回，竹中らは2018年 9 月に屋鈍遺跡の第 2 次発掘調査を行った．本稿では，この第 2 次発掘調査の成果について速報
する．
２．調査成果
第 2 次調査は，2018年 9 月 9 日から 9 月19日までの11日間行われた．第１次調査で発見された中世墓の墓域の広がりを
確認するために，新たに 4 つのトレンチを設定し発掘した． 2 トレンチ拡張部に，新たに中世墓 1 基（ 5 号墓）を検出で
きた（図 1 ）が，他の 3 つのトレンチから墓を発見することはできなかった．墓域に関しては，広く広がることは考えに
くい． 5 号墓の掘りこまれた土層からは，中国青磁片が検出されていることから，中世の土坑墓と考えられる．

















本発掘調査は JSPS 科研費 JP16K03172の助成により行われた．
引用文献
鹿児島県立埋蔵文化財センター（2009）屋鈍遺跡．鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書，第143巻．
竹中正巳，鐘ヶ江賢二，大西智和，渡　聡子（2018）奄美大島屋鈍遺跡発掘調査概報．鹿児島女子短期大学紀要54: 5-13．
（2018年12月11日　受理）
